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こ
の
度
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
頂
き
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
と

存
じ
ま
す
。
同
時
に
、
議

決
機
関
で
あ
る
議
会
の
長

と
し
て
の
責
任
は
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
　

町
政
の
発
展
を
図
る
た

め
に
は
、
議
会
と
執
行
部

が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
知

恵
を
出
し
合
い
、
慣
例
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

創
意
工
夫
と
努
力
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
町
民

の
皆
様
方
に
選
ば
れ
た
と

い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、

町
民
の
信
頼
と
負
託
に
応

え
る
べ
く
日
夜
研
鑽
に
励

み
、
緊
張
感
を
持
っ
て
、

皆
様
と
共
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染

法
上
の
位
置
付
け
が
2
類

か
ら
5
類
へ
移
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
震
や
風
水
害
に
備
え

た
防
災
面
の
強
化
、
学
校

教
育
環
境
の
整
備
や
子
育

て
支
援
の
充
実
、
高
齢
化

を
見
据
え
た
医
療
・
福
祉

施
策
の
向
上
等
々
、
暮
ら

し
に
直
結
す
る
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
お
け
る
日
常
を
早

く
取
り
戻
す
た
め
の
課
題

解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
令
和
５
年
５
月
10
日
に
、

令
和
５
年
阿
久
比
町
議
会

第
１
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

議
長
・
副
議
長
・
監
査
委

員
を
選
任
し
、
２
常
任
委

員
会
等
の
議
会
構
成
を
決

め
ま
し
た
。

議
　
　
長

　
　
山
本
　
恭
久

副
議
長

　
　
山
本
　
良
輔

監
査
委
員

　
　
大
村
　
文
俊

議長就任あいさつ

阿
久
比
町
議
会
議
長

　
山
本
　
恭
久

　

令
和
5
年
5
月
、
阿
久

比
町
議
会
に
新
し
い
仲
間

を
迎
え
、
新
し
い
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
、
副
議
長
と
い

う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
共

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。
議
長
を

補
佐
し
、
阿
久
比
町
発
展

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
5
類
に
移
行
さ

れ
、
色
々
な
行
事
等
も
活

発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ま
い
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
日
常
生
活
が
少
し

ず
つ
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、

私
た
ち
議
員
は
町
民
の
代

表
と
し
て
、
皆
様
の
お
声

を
行
政
に
届
け
、
議
会
で

の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
に
、
広
報
・
広
聴
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
の
「
あ
ぐ
い
議
会

だ
よ
り
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
「
町
民
の
声
」
に

投
稿
頂
け
ま
し
た
な
ら
ば

幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

官
民
一
体
と
な
っ
て
私

た
ち
の
住
む
阿
久
比
町
を

よ
り
良
い
町
に
し
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

副議長就任あいさつ

阿
久
比
町
議
会
副
議
長

　
山
本
　
良
輔

新体制で
スタート
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新
美
三
喜
雄

竹
内
　
啓
視

 

　
〇
鈴
村
　
算
久

山
本
　
恭
久

 

　
◎
竹
内
　
卓
美

瀧
塚
　
政
明

 

　
　
小
柳
み
ゆ
き

竹
内
　
卓
美

　
　
○
都
築
　
清
子

新
美
三
喜
雄

　
　
◎
瀧
塚
　
政
明

大
村
　
文
俊

　
　
　
中
村
　
　
仁

竹
内
　
卓
美

山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

都
築
　
清
子

山
本
　
恭
久

竹
内
　
卓
美

 

　
　
中
村
　
　
仁

伊
東
　
輝
彦

　
〇
廣
瀬
　
　
実

山
本
　
良
輔

 

　
◎
都
築
　
清
子

大
村
　
文
俊

 

　
　
新
美
加
寿
奈

廣
瀬
　
　
実

　
　
○
山
本
　
良
輔

鈴
村
　
算
久

　
　
◎
新
美
三
喜
雄

竹
内
　
啓
視

　
　
　
新
美
加
寿
奈

竹
内
　
卓
美

　
　
○
小
柳
み
ゆ
き

伊
東
　
輝
彦

　
　
◎
瀧
塚
　
政
明

大
村
　
文
俊

　
　
　
都
築
　
清
子

総務建設委員会

政治倫理審査会

知多中部広域事務
組合議会議員

東部知多衛生
組合議会議員

議会だより編集特別委員会 議会運営委員会

新しい委員会の構成
（◎印は委員長、○印は副委員長）

文教厚生委員会
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令和５年  第１回臨時会

議
　
案

結
　
果

同
意
決
議

承
　
　
認

山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

竹
内
　
卓
美

廣
瀬
　
　
実

瀧
塚
　
政
明

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

伊
東
　
輝
彦

鈴
村
　
算
久

山
本
　
良
輔

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

23

件　　　　　名

令和5年度阿久比町一般会計補正予算
（第2号） ○ ̶

○賛成　╳反対　̶議長

可
決

24 阿久比町道路線の認定及び廃止について ○ ̶ 可
決

1
専決処分の承認を求めることについて
（阿久比町税条例の一部を改正する条例） ○ ̶ 承

認

2
専決処分の承認を求めることについて
（阿久比町都市計画税条例の一部を改
正する条例）

○ ̶ 承
認

3
専決処分の承認を求めることについて
（阿久比町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）

○ ̶ 承
認

4 監査委員の選任について

1 議会だより編集特別委員会設置に関する決議

̶ 同
意

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

欠

欠

欠

欠

欠

欠
欠 ̶ 可

決

主な議決内容 会期／５月１０日
議案／条例等１件、補正予算１件、同意１件、承認３件、決議１件

令和５年  第２回定例会
主な議決内容 会期／６月７日～２１日

議案／条例等２件、補正予算２件、同意11件

・仮議席の指定　　　　　　　　・議会運営委員会委員の選任
・議長選挙　　　　　　　　　　・政治倫理審査会委員の選任
・副議長選挙　　　　　　　　　・東部知多衛生組合議会議員の選挙
・議席の指定　　　　　　　　　・知多中部広域事務組合議会議員の選挙
・常任委員会委員の選任

　
森
林
環
境
税
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
と
し
て
先
行
配
分

さ
れ
た
が
、
阿
久
比
町
で
は

半
分
以
上
が
活
用
さ
れ
ず
積

立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
律
千
円
の
徴
収
方
法
は
低

所
得
者
ほ
ど
負
担
率
が
大
き

い
。
本
気
で
気
候
変
動
を
阻

止
す
る
な
ら
、
二
酸
化
炭
素

を
最
も
出
す
企
業
の
努
力
こ

そ
必
要
で
あ
る
。

　
寄
付
金
の
使
い
道
の
要
望

を
汲
む
基
準
が
な
い
ま
ま
で

は
、
納
税
と
い
う
公
的
な
行

動
で
、
匿
名
の
個
人
が
町
の

政
治
を
動
か
せ
る
と
認
め
る

こ
と
と
な
る
。
特
定
の
子
ど

も
た
ち
が
恩
恵
を
受
け
る
の

で
は
格
差
と
分
断
を
生
む
。

住
民
へ
の
情
報
周
知
、
の
ち

意
見
を
聞
き
、
予
算
化
す
べ

き
で
あ
る
。

　
物
価
高
騰
の
中
、
本
町
で

は
民
間
保
育
所
が
多
く
、
給

食
費
支
援
は
保
護
者
負
担
軽

減
に
な
る
。
畜
産
農
業
者
の

経
費
の
半
分
に
な
る
配
合
飼

料
は
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
補

助
は
助
か
る
と
思
う
。

　
町
民
１
人
当
た
り
３
０
０

０
円
の
「
あ
ぐ
い
暮
ら
し
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
」
は
、
今
回

初
め
て
商
工
会
に
委
託
し
て

行
う
事
業
。
い
ず
れ
も
町
民

の
た
め
に
慎
重
に
考
え
ら
れ

た
施
策
と
評
価
す
る
。

阿
久
比
町
税
条
例
の

一部
改
正
に
つ
い
て

可決

新
美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論新

美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論都

築
　
清
子 

議
員

可決
令
和
５
年
度
阿
久
比

町 

一般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

可決
令
和
５
年
度
阿
久
比

町 

一般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）
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ぐーさん

ぐーさん

あーさん
ぐーさんの

質問コーナー

あーさん

あーさん

令和５年  第２回定例会

「議案第27号の令和5年度阿久比町一般会計補正予算」って何に使うお金なの？

「小中学生国際交流事業」ってコロナの前まで、やっていたのと違うの？

主に、国や県からの補助金を利用して、物価高騰で特に生活が厳しく
なった住民税非課税の家庭への給付金をお渡しするのが大部分を占
めるけど、他にも若年がん患者在宅療養支援（40歳未満で介護保険
が使えない人のため）事業費とか学校環境整備事業費、小中学生国
際交流事業費とかもあるね。

今回は、匿名で「英比小学校のために使ってほしい。」って2,000万
円の寄付があったの。もちろん英比小学校の環境整備にも使うけど、
「英比小の子だけではなく、町内全ての小・中学生に国際交流を体験
してほしい。」って海外の子を招いて行うんだって！楽しみね。

　このコーナーは、皆様に「議会だよりを気
軽に、わかりやすく読んでいただきたい」と
いう願いから生まれたコーナーです。
　議会で決まった内容から困った時のお役立
ち情報も掲載するので是非ご覧下さい。

議
　
　
　
案

結
　
果

同
　
　
　
　
　
意

山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

竹
内
　
卓
美

廣
瀬
　
　
実

瀧
塚
　
政
明

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

伊
東
　
輝
彦

鈴
村
　
算
久

山
本
　
良
輔

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

25

件　　　　　名

工事請負契約の締結について（空調設
備機器改修工事） ○ ̶

○賛成　╳反対　̶議長

可
決

26 ○ ̶ 可
決

27 令和5年度阿久比町一般会計補正予算
（第3号） ○ ̶ 可

決

28 令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第4号）
可
決

5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

同
意

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
×

×

○
○ ○

○ ○

○ ̶○○○○○○○○○○○ ○

○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○
同
意○ ̶○○○○○○○○○○○ ○

○

農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について

阿久比町税条例の一部改正について

05 Agui Parliamentary news



総務
建設

文教
厚生

６
月
14
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
15
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

令
和
５
年
度
阿
久
比
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
　
健
康
増
進
事
業
費
、

若
年
が
ん
患
者
在
宅
療
養

支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ

い
て
、
必
要
な
人
へ
情
報

が
届
く
よ
う
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
周
知
し
て
い
く

の
か
。

　
　
７
月
１
日
号
の
広
報

あ
ぐ
い
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ア
グ
ナ
ビ
、
電
光
掲
示
板
、

そ
し
て
医
療
機
関
へ
も
周

知
し
て
い
く
。

　
　
教
育
活
動
事
業
費
、

小
中
学
生
国
際
交
流
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
海
外

か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
け
入
れ
人
数
は
。

　
　
現
在
で
は
子
ど
も
４

人
と
付
き
添
い
１
人
を
予

定
。
町
内
す
べ
て
の
学
校

に
国
際
交
流
を
と
考
え
て

い
る
。

　
　
学
校
環
境
整
備
事
業

費
、
英
比
小
学
校
中
庭
整

備
工
事
に
つ
い
て
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
作
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
何
を

す
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
に
対
し
住
民
に

周
知
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
寄
付
者
の
思
い
は
英

比
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
使
っ
て
欲
し
い

と
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
放
課
や

集
会
に
使
う
多
目
的
な
場

所
と
な
る
。
学
校
の
要
望

を
聞
い
た
う
え
で
の
事
案

で
あ
り
、
こ
の
議
会
で
採

択
さ
れ
た
の
ち
、
住
民
に

周
知
し
て
い
き
た
い
。

答 問問

答答 問

阿
久
比
町
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
審
査
に
あ
た
り
、
再
度

当
局
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
質
疑
に
移
っ
た
が
、

討
論
、
意
見
は
無
か
っ
た
。

令
和
５
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　
　
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
補
助
金
で
、
補

助
金
の
上
限
額
と
補
助
割

合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
上
限
額
は
２
５
０
万

円
で
、
２
５
０
万
円
ま
で

の
申
請
に
対
す
る
補
助
割

合
は
10
／
10
、
２
５
０
万

円
以
上
の
申
請
に
対
し
て

は
上
限
額
が
２
５
０
万
な

の
で
、
２
５
０
万
円
ま
で

補
助
さ
れ
る
。

　
　
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
補
助
金
で
、
植

地
区
以
外
に
申
請
し
た
と

こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

　
　
令
和
４
年
度
は
植
区

会
の
み
、
令
和
３
年
度
の

申
請
は
な
く
、
令
和
２
年

度
は
白
沢
区
民
会
の
み
。

毎
年
７
月
の
行
政
協
力
員

会
で
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

委
員
会
閉
会
後
、
新
半
田

病
院
ア
ク
セ
ス
用
暫
定
道

路
（
町
道
５
０
４
５
号

線
）
工
事
予
定
地
を
視
察

し
た
。

　
救
急
車
の
円
滑
な
通
行

を
目
的
に
、
島
田
橋
か
ら

名
鉄
ガ
ー
ド
を
経
て
野
崎

交
差
点
ま
で
の
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
主
な
改
良

工
事
は
、
島
田
橋
の
耐
震

化
、
名
鉄
ガ
ー
ド
桁
下
の

道
路
掘
下
げ
、
線
路
を
東

西
に
抜
け
る
道
路
の
拡
幅
。

開
通
目
標
時
期
は
、
令
和

７
年
春
と
し
て
工
事
計
画

を
推
進
中
。

主
な
留
意
点

●
交
通
量
が
多
い
の
で
、

う
回
路
確
保
と
利
用
者

へ
の
周
知

●
桁
下
部
分
に
集
中
す
る

雨
水
は
、
既
設
水
路
へ

自
然
排
水

●
開
通
納
期
に
合
わ
せ
た

工
事
計
画
の
進
捗
管
理

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

問

答

答

問

　
６
月
15
日
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
あ
ぐ
も
ぐ
）
を

視
察
。

　
説
明
を
受
け
た
後
、
セ

ン
タ
ー
内
を
２
階
見
学
通

路
よ
り
見
学
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
内
は
受
入
れ

か
ら
調
理
・
配
送
ま
で
一

方
通
行
で
配
置
さ
れ
、
作

業
ご
と
に
部
屋
が
分
か
れ

床
の
色
で
何
の
作
業
場
か

が
一
目
で
判
る
よ
う
非
常

に
清
潔
な
つ
く
り
に
な
っ

て
い
る
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト建設環境課の説明を受ける議員

暫
定
道
路
の
現
地
視
察

視
察
報
告

給食センター「AGUMOGU（あぐもぐ）」
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今議会では、６月８日㈭・９日㈮に、７名の議員が一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
持ち時間は町側の答弁を含め１人60分です。
次のページから、本会議場での質疑の概要を１人１ページで、掲載しています。

ここが
聞きたい

小柳みゆき

ページ 議員名 質問項目

８

都築　清子９

竹内　卓美10

中村　　仁11

１．オンデマンドバスの導入

１．福住園高台の汚水処理の今後
２．個別浄化槽への切り替えに伴う

集中浄化槽加入世帯数の減少

１．避難所での性暴力対策
２．災害対応

１．帯状疱疹の理解とワクチン助成
２．中学生の制服

ページ 議員名 質問項目

新美加寿奈12

新美三喜雄13

山本　良輔14

１．放課後児童クラブの運営
２．住民とともに考える恒久平和

１．緑の基本計画
２．「町みんなの菊花展」のこれから

１．「ふるさと納税」による住民
サービスへの影響

２．中学生の不登校問題

町政を問う
一般質問

今回の傍聴人数 延べ 45人

答弁者

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンが掲載されています。

…総務部長　　　…民生部長　　　…建設経済部長　　　…教育部長

07 Agui Parliamentary news



小柳みゆき 議員
（桜海会）

　
阿
久
比
町
循
環
バ
ス
ア
グ

ピ
ー
号
は
、
多
く
の
住
民
の

利
用
が
あ
り
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
反
面
「
便
数
が
少
な

い
、
バ
ス
停
が
遠
い
た
め
利

用
し
づ
ら
い
。」

な
ど
の
理
由
か
ら
「
少
額
な

ら
料
金
を
支
払
っ
て
も
よ
い

か
ら
利
用
し
や
す
く
し
て
ほ

し
い
。」
な
ど
、
増
便
や
バ

ス
停
の
増
設
を
希
望
す
る
声

が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決

す
る
も
の
と
し
て
、
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
「
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
」
で
あ
る
。

　
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」

と
は
、
路
線
バ
ス
と
違
い
、

利
用
者
が
希
望
す
る
乗
車
日

時
や
出
発
地
、
目
的
地
を
予

約
す
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て

Ａ
Ｉ
が
ル
ー
ト
を
考
え
、
柔

軟
に
運
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
交
通
機
関
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
町
で
も
、
以
前
に
「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
も
視
野
に
入
れ

る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
具
体
的
な
考
え
に
つ
い
て
。

　
　
導
入
し
た
場
合
、
バ
ス

停
の
増
設
。

　
　
　
導
入
の
方
式
に
も
よ

る
が
、
現
在
の
定
期
路
線
方

式
よ
り
も
増
設
は
し
や
す
い
。

　
　
住
宅
地
や
住
宅
密
集
地

へ
の
乗
り
入
れ
も
可
能
に
な

る
か
。

　
　
　
住
宅
密
集
地
へ
の
乗

り
入
れ
は
、
車
両
に
見
合
っ

た
道
路
幅
員
や
安
全
性
に
よ

り
判
断
す
る
た
め
一
概
に
可

能
に
な
る
と
は
言
え
な
い
。

　
　
導
入
す
る
場
合
の
経
費

の
捻
出
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る

か
。

　
　
　
現
在
の
限
ら
れ
た
町

の
財
源
か
ら
費
用
を
捻
出
す

る
必
要
が
あ
る
。
歳
入
を
増

や
す
手
段
と
し
て
、
運
賃
収

入
、
広
告
収
入
、
国
補
助
等

の
活
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

調
査
研
究
の
進
捗
。

　
　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
は
様
々
な
方
式
が
あ
り
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

踏
ま
え
、
町
の
地
域
交
通
と

し
て
有
効
な
手
段
と
な
る
か

を
検
討
し
て
い
る
が
、
現
時

点
で
は
導
入
に
至
っ
て
い
な

い
。

　
今
後
も
循
環
バ
ス
運
行
連

絡
会
議
の
継
続
議
題
と
す
る
。

オンデマンドバスの導入
継続議題としている

答 問

答

答

問答 問

問

阿久比町循環バス「アグピー号」

オンデマンドバスの一例：大阪メトロ提供

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを 08



帯状疱疹ワクチンの種類等

乾燥弱毒性水痘ワクチン
ビケン

ワクチン名 種　類 費　　用

乾燥組換え帯状疱疹ワクチン
シングリックス

生ワクチン

※費用は、町内医療機関の例による。

不活性
ワクチン

予防効果

69.80％

96.60％

持続期間

約8年程度

約10年以上

6,000円～8,700円
　　　　　　　　×1回

22,000円～27,000円
　　　　　　　　×2回

　
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た

人
は
誰
で
も
帯
状
疱
疹
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
発
症
率

は
50
歳
代
か
ら
急
激
に
多
く

な
り
60
歳
〜
80
歳
が
ピ
ー
ク
。

50
歳
以
上
の
人
が
患
者
全
体

の
７
割
を
占
め
る
。
顔
面
神

経
痛
お
よ
び
麻
痺
な
ど
重
い

後
遺
症
が
残
る
場
合
も
あ
り
、

日
常
生
活
の
質
の
低
下
の
原

因
に
も
な
る
。

　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
と
費
用
、
予
防
効
果
、

持
続
す
る
期
間
。

　
　
　
現
在
、
薬
事
承
認
さ

れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
２
種

類
。（
下
表
）

　
　
帯
状
疱
疹
に
関
す
る
住

民
へ
の
情
報
の
発
信
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
住
民
へ
の

情
報
発
信
は
し
て
い
な
い
。

今
後
、
帯
状
疱
疹
に
対
す
る

予
防
や
早
期
受
診
の
重
要
性

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
し
て
い
く
。

　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
制
度
。

　
　
　
県
の
補
助
制
度
は
な

く
、
全
額
が
一
般
財
源
負
担

と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
実

施
に
向
け
て
の
検
討
を
進
め

る
。　
　

今
後
も
国
や
県
へ
助
成
並
び

に
定
期
接
種
化
を
要
望
。

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

安
全
な
環
境
作
り
と
保
護
者

の
観
点
か
ら
。

　
　
新
し
い
制
服
の
検
討
。

　
　
　
委
員
会
を
設
置
し
て

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。
現

場
で
あ
る
中
学
校
と
協
議
し

な
が
ら
研
究
を
進
め
る
。

　
　
ジ
ャ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
の
観
点

と
安
全
面
か
ら
、
統
一
す
る

考
え
。

　
　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
は

個
別
に
対
応
し
て
い
る
。
中

学
校
か
ら
は
統
一
す
る
考
え

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　
　
ジ
ャ
ー
ジ
、
体
操
服
の

校
外
で
の
着
用
時
、
名
前
が

知
ら
れ
る
不
安
と
リ
サ
イ
ク

ル
時
に
、
ネ
ー
ム
変
更
費
用

が
必
要
な
こ
と
か
ら
ネ
ー
ム

取
扱
の
検
討
。

　
　
　
安
全
面
・
緊
急
時
対

応
な
ど
を
考
慮
し
て
運
用
し

て
い
る
の
で
保
護
者
に
は
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

保
護
者
と
学
校
の
連

絡
・
情
報
共
有
ア
プ
リ
「
コ

ク
ー
」
を
活
用
し
て
保
護
者

の
意
見
を
聞
く
必
要
に
つ
い

て
の
見
解
。

　
　
　
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
や
保
護
者
会
で
意
見
を
伝

え
て
も
ら
い
た
い
。

問答

問答

問答

帯状疱疹の理解とワクチン助成
県の補助はないが実施に向けて検討

都築　清子 議員
（公明党）

問答

問問答

問答問答

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を

男女配色違いのジャージ。どちらの着用でも
認められているなら統一した色でも良いのでは。

中
学
生
の
制
服

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
は
個
別
に
対
応

ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力
強化を行う

ジェンダー平等を実現しよう09



竹内　卓美 議員
（新進会）

　
本
年
３
月
10
日
付
の
中
日

新
聞
に
、「
災
害
時
の
性
暴

力
許
さ
な
い
」
と
の
見
出
し

で
衝
撃
的
な
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。

　
特
に
「
対
価
型
」
の
性
暴

力
と
い
う
の
は
、
既
存
の
性

暴
力
対
策
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
部
分
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
早
急
の
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、
啓

発
、
訓
練
が
必
要
だ
。

　
　
本
町
の
避
難
所
に
お
け

る
性
暴
力
対
策
は
、
今
回
指

摘
さ
れ
た
よ
う
な
「
対
価

型
」
の
性
暴
力
は
想
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
は
、
性
暴
力
な
ど

の
犯
罪
防
止
の
注
意
喚
起
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。「
対
価

型
」
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て

い
な
い
が
、「
対
価
型
」
を

含
む
性
暴
力
全
体
を
想
定
し

て
い
る
。

　
　
阿
久
比
町
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル 

避
難
所
運
営

委
員
会
及
び
各
運
営
班
の
業

務
の
中
で
、
性
的
暴
力
と
性

暴
力
の
二
つ
の
言
葉
を
使
っ

て
い
る
が
、
意
図
的
に
使
い

分
け
て
い
る
の
か
。

　
　
　
県
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
表
現
を
参
考
に

作
成
し
て
お
り
、
特
に
違
い

は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
　
阿
久
比
町
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル　
資
料
集
Ｐ
10

女
性
の
項
、
そ
の
他
の
欄
に

暴
力
の
記
載
は
あ
る
が
性
暴

力
の
記
載
は
な
い
。
暴
力
で

一
括
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、

性
暴
力
と
い
う
文
言
を
追
加

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
そ
の
他
の
欄
の
暴
力

防
止
対
策
は
、
暴
力
の
種
類

を
限
定
せ
ず
記
載
し
て
い
る

が
、
性
暴
力
の
文
言
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
　
阿
久
比
町
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
平
成
25
年

に
初
版
、
平
成
27
年
と
29
年

に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
改
訂
さ
れ
て
い
な
い
が
、

改
訂
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
県
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
、
町
の
現
状
に

合
わ
せ
今
年
度
中
に
改
訂
を

予
定
。
あ
わ
せ
て
、
性
暴
力

に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

　
　
避
難
所
に
お
け
る
性
暴

力
対
策
に
は
、
ど
の
よ
う
に

取
組
む
の
か
。

　
　
　
避
難
所
に
は
女
性
や

子
ど
も
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

で
き
る
限
り
設
け
る
。
女
性

が
意
見
を
言
い
や
す
く
相
談

し
や
す
い
環
境
と
す
る
。

　
人
目
が
な
い
と
こ
ろ
は
照

明
を
設
置
す
る
。
性
暴
力
防

止
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
。
事
前
対
策
と
し
て

女
性
職
員
や
女
性
消
防
団
員

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な
ど
。

　
昨
年
７
月
10
日
、
矢
高
地

区
に
お
い
て
大
雨
警
報
等
が

発
表
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
山
腹
が
崩
壊
す
る

と
い
う
災
害
が
発
生
し
た
。

　
幸
い
人
的
被
害
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
、
避
難
行
動
の
難
し

さ
を
、
改
め
て
突
付
け
ら
れ

た
気
が
す
る
。
難
し
い
課
題

だ
と
は
思
う
が
、
対
応
は
不

可
欠
だ
。

　
　
大
雨
警
報
等
が
発
表
さ

れ
て
い
な
い
中
で
起
き
た
崩

壊
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
土
砂
災
害
は
、

警
報
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
な

雨
量
で
な
い
場
合
で
も
起
こ

る
こ
と
が
あ
る
。
ひ
び
が
入

る
、
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

る
な
ど
の
前
兆
現
象
が
あ
る

場
合
は
、
自
ら
の
判
断
で
避

難
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

が
、
自
宅
付
近
に
位
置
す
る

方
は
、
前
兆
現
象
な
ど
に
注

意
し
、
異
常
が
あ
っ
た
場
合

は
役
場
等
に
連
絡
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
今
回
の
事
例
を
踏
ま
え
、

今
後
の
避
難
指
示
は
ど
う
す

る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
災
害
は
、
警
報

等
の
発
表
が
な
い
場
合
で
も

起
こ
り
得
る
。

　
災
害
の
前
兆
現
象
が
あ
れ

ば
避
難
指
示
等
発
令
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
命
を
守
る

た
め
に
自
ら
の
判
断
で
避
難

す
る
事
が
大
切
。

　
　
阿
久
比
町
の
気
象
警
報

等
の
発
表
基
準
が
変
更
さ
れ

る
よ
う
だ
が
、
何
時
ど
の
よ

う
に
変
更
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
名
古
屋
地
方
気

象
台
が
判
断
す
る
阿
久
比
町

の
大
雨
警
報
の
指
数
基
準

（
値
）
が
24
か
ら
17
へ
、
大

雨
注
意
報
の
指
数
基
準（
値
）

は
15
か
ら
12
に
変
更
さ
れ
た
。

指
数
基
準（
値
）
は
低
い
ほ

ど
警
報
等
が
発
表
さ
れ
や
す

く
な
り
、
知
多
半
島
内
で
一

番
低
い
値
に
６
月
８
日
13
時

か
ら
変
更
さ
れ
た
。

問

避難所での性暴力対策
避難所運営マニュアルに記載を検討

問

答

答答

問答

問答 問

災
害
対
応

自
ら
の
判
断
で
避
難

問答
町
長

問答
町
長

問答
町
長

ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力
強化を行う

ジェンダー平等を実現しよう
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を
講じる

気候変動に具体的な対策を 10



　
　
福
住
園
高
台
は
集
中
の

単
独
浄
化
槽
で
、
し
尿
処
理

の
み
で
あ
り
、
雑
排
水
は
そ

の
ま
ま
河
川
に
放
流
し
て
い

る
た
め
、
環
境
負
荷
が
大
き

い
。
本
来
は
合
併
浄
化
槽
化

ま
た
は
、
下
水
道
へ
の
接
続

の
必
要
が
あ
る
。
阿
久
比
町

と
し
て
の
現
状
へ
の
見
解
。

　
　
　
福
住
園
高
台
の
集
中

浄
化
槽
は
、
し
尿
の
み
を
処

理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
で

あ
り
、
環
境
負
荷
は
大
き
く
、

環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
切
り
替
え
や
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
方
法
が
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
の
汚
水
処

理
は
、
平
成
22
年
度
に
開
催

さ
れ
た
下
水
道
事
業
検
討
委

員
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

推
進
す
る
旨
の
提
言
を
受
け

て
お
り
、
現
状
で
は
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
は
困
難
。
平

成
24
年
度
か
ら
は
流
入
を
認

め
て
い
る
が
、
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
工
事
費
、
下
水

道
協
力
金
や
各
家
庭
の
排
水

設
備
の
改
造
工
事
が
必
要
に

な
る
な
ど
、
公
共
下
水
道
へ

の
区
域
外
流
入
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
。

　
家
屋
を
建
て
替
え
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
単
独
処
理
の
集

中
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
の

個
別
浄
化
槽
に
切
り
替
え
る

こ
と
を
環
境
負
荷
軽
減
の
た

め
に
勧
め
て
い
る
。
な
お
、

補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
の

で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

切
り
替
え
の
際
に
は
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
福
住
園
高
台
の
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
は
、
費
用
面

等
現
実
的
で
な
く
、
建
て
替

え
時
な
ど
に
個
別
の
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
で
、

環
境
負
荷
低
減
を
図
る
の
が

現
実
的
対
応
策
だ
と
思
う
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、
集
中
浄
化

槽
加
入
世
帯
数
が
減
少
し
、

集
中
浄
化
槽
の
運
営
が
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
、

地
元
支
援
策
。

　
　
　
施
設
の
点
検
・
調
査

や
予
防
保
全
的
な
修
繕
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
本
町
か
ら
財
政

的
な
支
援
は
で
き
な
い
が
、

今
後
も
地
元
か
ら
の
相
談
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
研
究
し
て

い
く
。

問答

福住園高台の汚水処理の今後
合併処理浄化槽に切り替えの際、補助制度が利用できる

中村 　仁 議員
（参政党）

答

問 個
別
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
に
伴
う

集
中
浄
化
槽
加
入
世
帯
数
の
減
少

地
元
の
相
談
に
応
え
る
よ
う
研
究
し
て
い
く

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化
の促進及びイノベーションの推進を図る

産業と技術革新の基盤をつくろう

単独処理の集中浄化槽（福住園高台）
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新美 加寿奈 議員
（JCPあぐい）

　
学
校
の
授
業
よ
り
長
い
時

間
を
過
ご
す
放
課
後
を
、
よ

り
豊
か
な
時
間
に
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
保

護
者
に
と
っ
て
も
安
心
安
全

な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
が
求
め
ら
れ
る
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の

事
故
・
怪
我
予
防
対
策
、
そ

し
て
防
災
対
策
は
、
命
や
未

来
に
関
わ
る
重
要
か
つ
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　
　
各
事
業
所
の
事
故
・
怪

我
予
防
対
策
。

　
　
　
ク
ラ
ス
面
積
や
人
員

は
、
国
の
基
準
に
沿
っ
た
適

切
な
ク
ラ
ス
編
成
を
確
保
し

て
い
る
。
事
業
所
ご
と
に
安

全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
備
え
、
支

援
員
等
で
共
有
し
て
い
る
。

　
　
各
事
業
所
と
町
と
の
連

携
。

　
　
　
重
大
事
故
は
、
国
へ

の
報
告
も
必
要
と
な
る
た
め
、

事
業
所
か
ら
町
に
報
告
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
事
故
発
生

時
の
町
へ
の
連
絡
を
統
一
す

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
町
で
の
事
故
・
怪
我
予

防
対
策
と
今
後
の
課
題
。

　
　
　
各
事
業
所
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
内
容
は
確
認
し
て
い

る
。
今
後
、
事
業
所
間
の
情

報
交
換
の
場
の
提
供
や
支
援

員
等
へ
の
研
修
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
各
事
業
所
で
の
避
難
訓

練
の
実
施
状
況
。

　
　
　
各
事
業
所
で
は
、
地

震
・
火
災
の
避
難
訓
練
を
年

１
回
以
上
実
施
し
て
い
る
。

実
施
内
容
等
を
意
見
交
換
し
、

実
の
あ
る
避
難
訓
練
と
な
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
　
令
和
６
年
よ
り
義
務
化

さ
れ
る
安
全
計
画
の
策
定
。

　
　
　
現
在
、
各
事
業
所
の

策
定
状
況
を
見
守
っ
て
い
る
。

町
は
、
国
の
示
す
内
容
が
各

事
業
所
の
実
態
に
沿
う
よ
う
、

必
要
に
応
じ
て
助
言
を
行
う
。

　
今
年
度
中
に
全
事
業
所
が

計
画
策
定
で
き
る
よ
う
監

督
・
指
導
し
て
い
く
。

　
町
長
よ
り
、
式
典
な
ど
の

行
事
で
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
披
露
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
　
平
和
は
誰
も
が
願
っ
て
い

る
が
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
い
、
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
考
え
る
と
い
う
目
的
の
た

め
の
具
体
案
と
、
本
町
の
進

捗
状
況
、
ま
た
平
和
の
バ
ト

ン
を
未
来
へ
と
つ
な
い
で
行

く
方
法
を
探
る
。

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
募
集
時
期
。

　
　
　
　
　
７
月
１
日
か
ら

７
月
31
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間

を
予
定
。

　
　
平
和
都
市
宣
言
に
「
非

核
」
の
文
字
は
入
る
か
。

　
　
　
　
　
核
兵
器
の
廃
絶

は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
実

現
す
る
た
め
の
人
類
共
通
の

願
い
で
あ
り
、
宣
言
文
は
核

兵
器
廃
絶
も
含
め
た
世
界
の

恒
久
平
和
を
願
う
も
の
に
し

た
い
。

　
　
阿
久
比
中
１
年
の
広
島

平
和
体
験
事
業
で
の
学
び
を
、

実
際
に
広
島
に
行
く
８
名
の

生
徒
以
外
に
も
広
く
共
有
す

る
た
め
の
方
法
や
工
夫
。

　
　
　
毎
年
、
桜
輝
祭
（
文

化
の
部
）
で
、
現
地
で
直
接

見
聞
き
し
て
学
ん
で
き
た
平

和
の
大
切
さ
を
、
発
表
や
パ

ネ
ル
展
示
で
報
告
し
、
中
学

校
全
体
で
共
有
し
て
い
る
。

　
平
和
体
験
事
業
に
参
加
す

る
中
学
校
１
年
生
は
平
和
へ

の
願
い
を
託
し
、
千
羽
鶴
を

毎
年
広
島
へ
送
り
続
け
て
い

く
。

放課後児童クラブの運営
町の監督・指導・支援の強化

平和と公平をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルに
おいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

答 問答 問

答 問答 問答

答

問

住
民
と
と
も
に
考
え
る
恒
久
平
和

核
兵
器
廃
絶
は
人
類
共
通
の
願
い

問答
町
長

問答
町
長

問

事
故
報
告
の
流
れ

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を 12



　
「
阿
久
比
町
緑
の
基
本
計

画
」
が
令
和
３
年
度
〜
令
和

12
年
度
の
計
画
期
間
と
し
て

立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ち
の
将
来
像
「
輝
く
子

ど
も
た
ち
を
み
ど
り
が
包
む

ま
ち
・
あ
ぐ
い
」
と
設
定
し
、

河
川
・
た
め
池
・
農
地
・
丘

陵
地
な
ど
の
緑
は
、
本
町
を

特
徴
づ
け
る
都
市
の
緑
の
骨

格
と
し
て
保
全
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
災

害
リ
ス
ク
の
顕
在
化
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
応
じ
、
公
園

整
備
・
災
害
防
止
・
生
物
多

様
性
の
確
保
・
環
境
改
善
等
、

多
様
な
機
能
を
発
揮
す
る
緑

地
の
保
全
整
備
を
目
指
し
、

緑
地
の
持
続
可
能
な
維
持
管

理
体
制
を
構
築
す
る
と
あ
る
。

　
　
計
画
の
基
本
方
針
別
に
、

大
ま
か
な
計
画
の
進
捗
。

　
　
　
「
緑
の
保
全
の
方

針
」
で
は
、
市
街
化
の
進
展

に
伴
い
、
減
少
傾
向
に
あ
る

緑
地
の
保
全
を
し
て
い
る
。

　
「
緑
の
創
出
の
方
針
」
で

は
、
公
園
・
緑
地
の
整
備
を

開
発
事
業
者
に
求
め
て
い
る
。

　
「
緑
の
育
成
の
方
針
」
で

は
、
各
行
政
区
と
連
携
し
、

公
園
・
緑
地
の
維
持
管
理
体

制
を
維
持
し
て
い
く
。

　
　
昨
年
の
大
雨
災
害
に
あ

る
よ
う
な
河
川
護
岸
の
崩
壊

に
関
連
し
て
、
町
の
河
川
や

た
め
池
の
保
全
・
整
備
体
制
。

　
　
　
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
の

巡
視
で
異
常
箇
所
の
発
見
に

努
め
て
い
る
が
、
町
内
全
て

を
巡
視
す
る
こ
と
は
困
難
な

た
め
、
地
域
住
民
か
ら
の
情

報
提
供
が
重
要
で
あ
る
。
河

川
・
た
め
池
は
、
補
助
金
等

を
交
付
し
、
各
行
政
区
の
組

織
で
、
保
全
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
災
害
時
に
施
設
が
破

損
し
た
場
合
は
、
県
ま
た
は

町
で
応
急
復
旧
を
し
て
い
る
。

　
　
町
奨
励
と
し
て
四
季
の

景
観
づ
く
り
で
あ
る
花
壇
づ

く
り
に
つ
い
て
現
状
。

　
　
　
地
域
の
団
体
や
個
人

が
自
主
的
に
花
壇
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が

３
箇
所
あ
る
。

　
　
地
域
の
活
性
化
や
、
に

ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
園
芸
福

祉
を
推
進
し
、
地
域
住
民
の

協
力
の
も
と
、
緑
地
の
整
備

に
活
用
し
て
み
て
は
。

　
　
　
町
と
し
て
、
こ
う
し

た
取
組
み
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
園
芸
福

祉
を
推
進
し
た
い
と
い
う
要

望
が
あ
れ
ば
、
相
談
を
受
け

る
。

　
本
町
の
に
ぎ
わ
い
の
場
で

あ
り
、
観
光
資
源
で
も
あ
る
、

こ
の
菊
花
展
が
、
残
念
な
が

ら
令
和
３
年
度
を
最
後
に
運

営
母
体
で
あ
っ
た
菊
花
連
合

会
が
解
散
さ
れ
、
各
地
区
の

有
志
が
地
区
展
示
会
に
て

細
々
と
菊
づ
く
り
を
つ
な
い

で
い
る
。

　
　
菊
づ
く
り
団
体
に
対
し
、

わ
く
わ
く
コ
ラ
ボ
事
業
申
請

を
勧
め
て
い
る
が
、
菊
づ
く

り
は
、
こ
の
事
業
に
な
じ
ま

な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
地
域
の
菊
づ
く
り
を

支
援
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
目

的
と
、
住
民
代
表
の
審
査
委

員
会
に
よ
る
書
類
審
査
と
企

画
団
体
等
に
よ
る
公
開
ヒ
ア

リ
ン
グ
審
査
を
経
て
事
業
採

択
さ
れ
る
「
住
民
税
１
％
町

民
予
算
枠
制
度
」
に
応
募
い

た
だ
く
こ
と
が
相
応
し
い
と

考
え
た
。
新
た
な
組
織
が
設

立
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
な

支
援
策
を
検
討
す
る
。

　
　
有
志
の
会
を
発
足
し
、

新
た
な
受
け
皿
で
、
町
民
の

集
う
場
づ
く
り
を
復
活
さ
せ

た
い
が
、
考
え
は
。

　
　
　
菊
花
展
は
重
要
な
観

光
資
源
の
一
つ
で
あ
る
。
新

た
な
有
志
の
会
が
設
立
さ
れ

る
場
合
は
、
支
援
策
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
菊
花
展
を
、

芝
生
広
場
等
を
使
用
し
て
開

催
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え

る
。
本
年
も
菊
花
愛
好
家
等

か
ら
役
場
庁
舎
に
菊
花
を
展

示
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
す
る
。

問

問答

答問

問

答

答

問答

問答

緑の基本計画
住民との連携も含め推進していく

新美 三喜雄 議員
（新済会）

「
町
み
ん
な
の
菊
花
展
」の
こ
れ
か
ら

菊
づ
く
り
有
志
の
会
を
期
待
し
た
い

宮津地区花壇の整備

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を 陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂漠化の対処、ならびに土地の
劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

13



山本　良輔 議員
（新風会）

表１：ふるさと納税に関する流入流出（阿久比町総務課提供）

平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和2年度
令和3年度
令和4年度

172件
170件
249件
703件
918件
1,401件

3,992,000円
4,205,376円
6,925,008円
13,048,000円
16,512,000円
43,053,044円

1,582,144円
1,636,290円
2,465,741円
6,082,656円
7,889,333円
12,386,940円

2,409,856円
2,569,086円
4,459,267円
6,965,344円
8,622,667円
30,666,104円

704人
1,023人
1,084人
1,416人
1,865人

29,598,000円
42,622,000円
47,182,000円
56,144,000円
74,353,000円

△27,188,144円
△40,052,914円
△42,722,733円
△49,178,656円
△65,730,333円
30,666,104円

△6,797,035円
△10,013,229円
△10,680,683円
△12,294,664円
△16,432,583円

年度計算（4/1～3/31）
件数 ふるさと納税（A） 返礼品等経費（B） 差引（A－B＝C）

年分計算（1/1～12/31）
人数 寄附金控除額（D）

交付税措置後
E×25％差引（C-D＝E）

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
、

全
体
の
納
税
額
は
変
わ
ら
な

い
の
に
、
各
地
の
名
産
品
が

事
実
上
た
だ
で
手
に
入
る
。

国
が
定
め
た
制
度
で
、
利
用

し
な
い
手
は
な
い
。
一
方
、

本
町
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納

税
に
関
す
る
、
流
入
流
出
に

目
を
向
け
る
と
、
表
１
の
結

果
が
出
て
い
る
。

　
　
住
民
税
を
他
の
自
治
体

に
払
う
事
は
、
本
町
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
た
だ
乗
り
す
る

こ
と
に
な
り
、
住
民
税
の
大

原
則
「
応
益
負
担
」
に
反
す

る
と
思
う
が
。

　
　
　
応
益
性
の
原
則
が
守

ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
あ

る
が
、
国
の
定
め
た
制
度
で

あ
る
以
上
、
法
令
順
守
に
よ

り
推
進
し
て
い
く
。

　
　
具
体
的
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
失

１
６
０
０
万
円
が
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
出

来
る
か
。

　
　
　
今
年
度
よ
り
拡
充
を

予
定
し
て
い
る
高
校
生
年
代

ま
で
の
入
院
医
療
費
の
増
額

分
で
換
算
す
る
と
８
年
分
。

循
環
バ
ス
１
台
の
運
行
に
要

す
る
１
年
分
の
費
用
に
相
当

す
る
貴
重
な
財
源
。

　
　
毎
年
損
失
額
が
増
加
し

て
い
る
現
状
を
、
ど
う
打
開

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

開
発
や
受
け
入
れ
窓
口
の
拡

充
、
機
会
が
あ
れ
ば
他
の
市

町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
国

に
対
し
て
制
度
の
見
直
し
を

要
請
し
て
い
く
。

　
多
感
な
時
期
に
あ
る
中
学

生
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
に

よ
っ
て
不
登
校
に
な
っ
て
し

ま
い
、
保
護
者
や
本
人
の
望

ん
で
い
た
将
来
が
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
。
令
和
２
年

度
に
は
39
人
で
あ
っ
た
不
登

校
生
徒
が
、
令
和
３
年
度
に

は
64
人
と
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。
国
の
調
査
に
よ
る
と

こ
ろ
の
、
不
登
校
経
験
者
の

２
割
が
引
き
こ
も
り
に
な
る

事
を
考
え
る
と
大
変
憂
慮
す

る
も
の
で
あ
る
。
現
状
を
把

握
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
段
差
な
き
、
落
差
な
き

教
育
を
目
指
し
て
い
る
な
か

で
、
全
国
平
均
と
変
わ
ら
な

い
不
登
校
生
徒
が
生
じ
る
こ

と
は
、
幼
保
小
中
一
貫
教
育

と
不
登
校
の
関
連
性
は
無
い

と
認
識
す
る
べ
き
か
。

　
　
　
一
貫
教
育
と
不
登
校

児
童
生
徒
数
の
増
加
の
要
因

を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
一
貫
教
育
を
生
か

し
、
児
童
生
徒
を
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

個
々
に
応
じ
た
働
き
か
け
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会

的
自
立
へ
向
け
て
進
路
の
選

択
肢
を
広
げ
る
支
援
に
取
り

組
む
。

　
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
相
談
員
の
配
置

に
よ
る
評
価
と
課
題
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
設
置
は
、
家

庭
訪
問
や
継
続
的
な
声
掛
け

を
通
じ
、
学
校
と
の
接
点
を

再
び
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な

が
り
、
適
応
指
導
教
室
「
こ

す
も
す
」
の
利
用
数
も
増
加

し
、
不
登
校
傾
向
の
児
童
生

徒
の
支
援
に
つ
な
が
る
成
果

が
出
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
悩
み
や
不
安
の
数
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談

員
な
ど
の
人
数
が
ま
だ
ま
だ

足
り
て
い
な
い
の
が
課
題
で

あ
る
。

「ふるさと納税」による住民サービスへの影響
他市町村と連携し制度の見直しを要請

答 問

答 問

答 問

答

中
学
生
の
不
登
校
問
題

相
談
員
な
ど
の
人
数
が
ま
だ
足
り
な
い

問

答 問

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを 14



追跡
レポート

草刈り・伐
採の時期だ

けでも

専門業者収
集ができな

いか。
ごみ20％減量へ

の取り組み
議会だより

 第178号（
平成30年8

月1日）掲載

今後費用を
かけない方

法を調査研
究

する。

令和5年5
月から月2

回、阿久比
町給

食センター
駐車場で拠

点回収を開
始

した。

現在は

どうなった
！

どうなった
！

あの答弁
は

あの答弁
は

01

ごみ出しが
困難な高齢

者や

障がい者世
帯への支援

。

ごみ削減施
策と課題

議会だより
 第180号（

平成31年2
月1日）掲載

地域福祉の
まちづくり

の中で、公
助また

は共助で可
能な施策を

検討してい
く。

令和2年度
に高齢者を

対象とした
エ

プロンサー
ビス事業を

開始した。障
が

い者世帯へ
は、自立支

援介護等給
付

事業のホー
ムヘルプを

活用し、家
事

援助を行っ
ている。

現在は

02

障がい者グループ
ホーム建設

議会だより
 第182号（

令和元年8月
1日）掲載

今後阿久比
町障がい者

自立支援協
議会

で検討して
いく。

令和4年度
に民間事業

者より、自立
支

援協議会に
施設開設協

議があり、
協

議結果を愛
知県に報告

した。当該
施

設は、令和
5年度に開

設された。

現在は

03

保護者が安
心して育児を

行っていく

ための、子育
て支援の現

状と課題。
子ども・子育て

支援事業
議会だより

 第182号（
令和元年8月

1日）掲載

今後はファ
ミリーサポ

ートセンタ
ーの援

助会員の確
保に努める

。

令和2年度
には「病児保

育事業」を、
令

和5年度に
は「子育て

短期支援事
業」

及び「医療
的ケア児看

護師派遣事
業」

を開始した
。

現在は

04

空き家等対
策計画の内

容。
空き家・空き

地バンク
議会だより

 第182号（
令和元年8月

1日）掲載

「適正管理
の促進や予

防啓発」「空
き家等

の利活用や
流通の促進

」「空き家対
策に

かかる実施
体制整備」

の3点を基
本方針

として検討
中。

空家等の適
正管理を促

すことによ
り、

町総合計画
に掲げる「

住み続けた
い

快適なまち
」に寄与す

ることを目
的と

して、令和
2年3月に

、本町の空
家等

の実態、関
連する施策

、対策の推
進に

ついて計画
を策定した

。

現在は

05

高齢化する
親の要望が

高まる

グループホ
ームの建設

。
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災害時や緊急時は「いのちを守る情報」を平常時は「暮らしの情報」や「イベント情報」など
をお使いのスマートフォンにお届けします。スマートフォン版アプリを利用するには専用アプリ
「ライフビジョン」をインストールして初期設定を行う必要があります。

阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」

あぐい防災・行政ナビあぐい防災・行政ナビ「　　　　　 （アグナビ）」AguNavi

陽なたの丘　後藤由希子

あぐい こども食堂開催

傍聴席へどうぞ
次の定例会は 9月6日㈬開会 ※午前10：00～開催予定です。日程

は変更になる場合があります。詳し
くは阿久比町ホームページの議会
事務局お知らせをご覧ください。

議会だより編集特別委員の抱負

　昨年11月に、あぐい「こども食堂 ぽかぽか」を宮津谷性寺でスタートし、その後12月に
宮津山田集会所、今年2月植公民館、３月中央公民館、５月に白沢区民館で５回目を開催しま
した。当日はスタッフ以外に、大人・子どもたち大勢のボランティアにお手伝いをしていた
だき、また食材の寄付も沢山頂きました。来客は164人、予想を上回る大盛況で、おもちゃ
病院も同時開催してもらい、子どもたちはお腹いっぱい食べた後、工作や手作りおもちゃで
楽しく過ごすことができました。
　当活動は子どもたちや子育て中の親に、温かな食事を提供し、地域の方たちと繋がって、
皆で子育てする環境づくりや、地域コミュニティの中で子どもが安心して過ごせる居場所を
提供することを目的にしています。お客さんはもちろん、ボランティアの方々にも楽しく参
加してもらい、多世代交流により地域の絆が生まれ、見守り・支え合い・生きがいづくりの
場になることを願っています。

　こども食堂は貧困対策のイメージがありますが、そうで
はありません。
●一人で食べる「孤食」
●各自が別々の物を食べる「個食」
●食べる量が少ない「小食」
●好きなものばかり食べる「固食」
●味の濃いものばかリ食べる「濃食」
●粉もの（パン・麺類）に偏る「粉食」
　皆で一緒に同じものを楽しく食べてこの「こ食」を防ぎ
たい。貧困も「こ食」も望んでいる人は誰もいません。防
ぎたい、助けたいと思う人が多くいるでしょう。安心でこ
ころがぽかぽかになるような場所を皆で作りましょう。阿
久比町のいろんな地区で今後も開催しますので、近くで開
催する時は、参加お願いします。

町 民 の 声町 民 の 声

すべての町民の皆様に手に取って頂けるまで、さらに改善して参ります。

行政に皆さんの声を届けるため「町民の声」に投稿をお願いします。編集頑張ります。

読みやすく、タイムリーで正確な、手に取って読みたくなる編集をします。

若い世代の「だよりファン」が更に増えるように、編集に心がけます。

「今回の議会だよりさ～」と語られる光景を街角で見かけることが目標！

読みやすい紙面を目指します。

新美三喜雄

鈴村　算久

新美加寿奈

山本　良輔

竹内　啓視

廣瀬　　実

ボランティアによる配膳の様子

16Agui Parliamentary news

あ
ぐ
い
議
会
だ
よ
り

発
行
／
阿
久
比
町
議
会  

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会　
〒
４
７
０
｜

２
２
９
２　
愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
町
大
字
卯
坂
字
殿
越
50　
電
話
０
５
６
９
｜

４
８
｜

１
１
１
１


